
に
て
打
合
巾
候
内
‘
大
津
は
路
近
く
候
故
、
熱
湯
を
般
に
巡
び
懸
巾

候
。
佐
和
山
鯖
η
克
巳
難
儀
仕
供
。
双
方
と
も
死
傷
の
人
多
く
有
之
侠

虎
‘
大
津
の
御
役
人
数
よ
り
役
人
被
出、

佐
和
山
よ
り
は
足
鍛
等
協

山山
.
制
方
へ
わ
け
、
先
づ
都
銀
り
巾
侠
旨
K
候。

一
、
大

星

の

大

事

什前溺
冠
の
頃
兵
衛
を
附
哨
ぴ
し
人
は
、
越
前
の
鈴
木
宗
脱出
と
去
し
者
に

て
、
片
山

秋
扇
が

門
弟

た
り
し
が
、
莱
治
v
経
の
絵
限
、
少
し
く
兵

術
陀
も
渉
狐
せ
し
都
な
れ
ど
、
中
々
未
熟
成
背
中
ど
も
陀
て
、
師
授
の

十
分
が
一
も
習
熟
す
る
業
も
な
し
。
袋
路

七
十
歳
計
陀
て
金
都
民

て仰
はし
、
西
養
寺
に
て
迭
問
併
し
ぬ
。
此
人
常
に
某
等
に
い
っ
て
一
主
。

大
庄
の
大
都
と

τ事
・
点
数
秘
仰
口
授
に
仕
候
流
有
之
候
へ
ど
も
.
さ

の
み
磁
攻
の
益
に
も
左
ら
ね
即
闘
に
付‘

秋
扇
は
大
盆
の
布
秘
山
山
花
不

作
候
。
夫
よ

b
阿
世
訟
に
仕
候
は
、
針
忠
一
決
の
仙
川
・
三
千
三
合
戦
一

千
一
合
戦
主
左
申
布
引
を
、
政
勝
の
大
背
中
と
も
可
申
候
。
大
星
の
事
は

し
れ
巾
悦
也
と
云
。或
は
天
人
地
三
才
の
大
四
位
、或
は
籾
・笠
・務
理
策

の
大
足
な
ど
、
色
h
k

附
品
聞
の
郡
北
ハ
あ
り
。
泊
四円叫刊一山下制い一日山
1
4
臨
時

守

百

円

安

一

脚

諸

山

昨

季

る
に
近
世
俗
伶

の

兵

官

・
大
星

の
大
事
と
い
ふ
都
を
貌
て、

此u
く
世
に
流
布
す
。
本
日
正
甲
陽
の
山
本

可
観
小

説
怨

四

'じ

宇
都
日
.

H

耳
故
朝
気
鋭
.
笠
祭
惰
.
本
気
腕
。
故
善
用
v
兵
者
e

桂
昌
北
ハ
鋭

筑
-
懲
a

北
ハ
惰
気
↓
此
治
v
祭
者
也
。
或
は
時
の
大

E
と
一
ー
も
の
有
と
蹴
し

授
す
る
賢
あ
り
。

日
本
紀
紳
武
紀
目
。
戊
午
年
夏
四
月
丙
申
辰
d

皇
師

初
v
兵
歩
趣
「
悩
母
↓
而
共
路
狭
峻
人
不
ν
川仰
s
並
行
一
乃
滋
吏
欲
v
束
除
昌
脆

駒
山
-
而
入
巾
中
州
~
時
長
儲
阜
出
削
v
之
悶
・
夫
}
穴
一
脚
子
等
所
官
以
来
-
4
引
・
必

将
v
奪
=
我
図
↓

則
議
起
=
阿
国
兵
二
倣
=
之
於
孔
合
得
坂
白
血
ハ
合
叫
明
。
有
込
山
矢
-

中
一
-
一
五
期
捌
命
肱
服
一
昼
間
不
v
部同一-一一
込
町
制
寸
天
皇
褒
v
之。
乃
泌
目
制
策
於
沖
衿
-

日
.
今
我
是
日
一
柳
子
孫
間
肉
ν
日
征
ν
腕
此
逝
=
天
道
-
也
。
不
ν+
一
宇
返
還
一市
v

m砲
み
町
一
脚
和
一
背
負
ロ
日
制
之
蹴
-随
ν
餌
邸
蹴
~
如
ν
此
則
合
不
v
血
v
双山帥

必
自
敗
失
.
愈
日
然
.
於
ν
且
耳
令
=
軍
中
-
臼
.
昆
停
勿
s
復
進
↓
乃
引
ν
寧
退
。

勝
亦
不
a
敢
市
当
或
は
理
の
大
口
誌
と
放
し
て
、

孫
子
の
朝
笠
本
の
筑

に、
極
A

意
思
E
附
て

.大
泉
と
鋭
し
伴
授
す
る
人
も
あ
り
。
孫
子
軍

武
本
紀
に
見
え
た
る
日
の
郁
を
指
て、

是
主
大
患
の
大
事
と
し
て
僻

授
す
る
設
も
、
紛
綜
と
し
て
共
質
排
じ
が
た
し
。
或
は
日
本
紀
の
榊

同
地
鬼
が
作
る
に
も
あ
ら
宇
。
訓
山
間
山
悼
の
中
に
あ
り
と
一
宮
仰
へ
た
れ
ど

も
、
是
叉
古
の
金
本
は
悉
く
際
巡
し、

今
世
に
仰
ふ
る
訓
閥
鋭
、
後

人
の
作
に
し
て
一

向
の
妄
言
民
沙
り
償
十
る
に
足
ら
宇
。抑叩白叩一四
~
M
前

畑
山
山
明
日
札
制
吋
U
M
M

郡
斑
一
昨
山
崎
一
日
月
刊
4
一
心
掛
川
抑
制
一
時
一
位
楢
川
匂
大
星
を
受
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